















To the Romanists, authority meant the pope; to the independents and protestants, it meant the
people; to the Anglicans it meant the King, as Moorman says in A History of The Church in
England. And Berkeley was just an Anglican and one of the priests. Therefore this subject was
very important for him. I am going to consider how he tried to rationalize the Passive























































































































































































































































しても、 ・ ・ ・しかし自然の作者を害するものであり、どんな理由でも違反することを許さないかれの法の侵害で
ある」 (t3)。

































































































































Obedience　(-Berkeley, Passive Obedience, 1712)
Letters　　　(-Berkeley, Letters, 1709 - 1752 )
Advice　　　(-Berkeley, Advice to the Tories who have taken the Oaths, 1715 )
Discourse　(- Berkeley, A Discourse addressed to Magistrates and Men in Authority, 1738)
バークリからの引用はThe Works of George Berkeley Bishop of Cloyne, ed. A.A. Luce and T.E.
Jessopによる。なお、引用文中の傍点は原文にかかわりなく用いてある。
(1) civil 'はここでは一貫して「世俗の」と訳した。また、 'government 'は「政府」または「統治」と訳し
た　Obedience, p. 15.
(2) Obedience, Editor's Introduction, pp. 3-4.














にあって成功しなかった。  「審査律」 (Test Act, 1673)はすべての文官と軍人に対して、英国教会の祈肩
書に基づく聖餐式での陪架、実体変化説の否認、国王至上権の承認、忠誠宣誓を要求したO　これはローマ・カ
トリックを念頭に置いている。 「自治体法」と「審査律」が廃棄されたのはそれから150年以上も経った1828
年のことであるIbid., pp. 252-253.訳書pp. 329-330.
(4) Obedience, p.17,本書の副題にもおなじことがキリスト教的教説として謡われている( Passive
Obedience Or the Christian Doctorine of not resisting the Supreme Power, proved and
vindicated upon the Principle of the Law of Nature. )
(5) Ibid., p. 46.
(6) Ibid., p. 20.
(7) ibid., p. 23.
(8) Ibid., p. 25.


















(20)(21) Ibid., p. 57.
(22)Discourse, p.221.これから7年後の1745年に起きた第二次ジャコバイトの乱では、バークリは騎兵中隊を
募りこれを装備した　Obedience, Editor's Introduction, p. 4.
当時の主教の生活について、 Moormanはつぎのようにいう。 「主教団は貴族院で有力な派閥を形成してい
たし、一年の大半を議会で過ごすことが義務であると考えていた。主教遠は一年のうちの七、八ヶ月をロンド
ンで過ごし、夏の数ヶ月を主教区に戻って、司牧のために費やしていたに過ぎない。 ・ -首都に邸宅を構え、
(12)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹下芳雄
主教座のある都市で主教邸を維持するための費用は、主教達にとっても大きな財政的負担であった。主教座に
附随した基本財産は少なくなかったが、国家の最高の位置を占める人々と同格と見なされ、富豪と同等の生活
を期待された主教達の必要を満たすには不十分であった。従って、多くの主教は、俸給を補うために、主教座
聖堂主席司祭、参事会員、あるいは空位の主任司祭を兼務する兼領者となり、それぞれの務めは、わずかな金
で雇った補助の聖職者に任せていた　　　　主教達は政府に対して特別の支援をなしうる立場にあった。 1715
年にはカーライル教区主教ニコルソンが、 1745年にはヨーク大主教へリングがともに反乱軍鎮圧のための兵負
を供出したように、主教は軍事的援助も行っている。」 Moorman, pp.278-279.訳書pp.366-367.
